
１ 海洋・海事思想の普及

(1) 絵画コンクール「第５３回我ら海の子展」

テーマ：「私の海」
対象：幼児・小学生・中学生
-優秀作品を全国で展示-
銀座ギャラリー、国土交通省、
アクアマリンふくしま、琴平海洋博物館、日本郵船
氷川丸、関門海峡らいぶ館、
アクアワールド茨城県大洗水族館

表彰（2025.8.26）

国土交通省展示

最終審査会

国土交通大臣賞

今年度で５３回目となり、国土交通大臣賞の授与など絵画コンクールを通じた海事思想普及活動を永年にわたり行っている。

（公益社団法人 日本海洋少年団連盟）

令和７年度補助事業の概要

小学校4年生から高校3年生まで9年間活動した優秀な団員
や準指導者を表彰

２ 海洋少年団運動の広報（活動強化）及び各地区取り組み
【ＳＮＳでの発信力強化】

〇ＨＰ等での情報発信により関係機関、地域交流、商船高専との連携を促
進し、今後は動画を活用した活動紹介の充実を図っていく。

・効果的な情報発信による相乗効果を期待

褒状山縣賞の受賞者および参加希望の高校2・3年生を東京に集め、同世代による合宿研修を実施した。ヨット
実習についてはパラセーリング東京の協力を得て行い、さらに東京海洋大学・千足教授よりヨット理論の講義をいただき、
研修内容の充実を図った。

八戸､千葉新宿、目白台､中日､四日市、神戸､呉、大阪みなとの各団から14名参加

【合宿研修】

・各団への問い合わせコーナーを設け、問い合わせ先を一元管理するとと
もに、日本連盟によるサポート体制を整備することで、情報アクセスを改
善した。

発行

2026-03-1 機関紙「海っ子」第664号
2026-01-1 機関紙「海っ子」第663号
2025-11-1 機関紙「海っ子」第662号
2025-09-1 機関紙「海っ子」第661号

2025-07-1 機関紙「海っ子」第660号

ＨＰ上にも公開

各団独自でも各地での見学会や体験乗船会、また、海保、海自の体験乗船などや自治体等に
よるイベントでのパレード、手旗を行うなど積極的に関係先との連携、地域貢献等に取組んで
いる。

【各地域における取り組み】

(2) 褒状山縣賞授与式及び合宿研修

若洲ヨット訓練所
での実習

【褒状山縣賞授与式記念撮影】

海事研修
(座学)

薩摩団
海保測量船見学

尾道団 海保大 練習船見学

横須賀団 海自 潜水艦見学

三重県連
豊かな海づくり大会

手旗披露

大阪みなと団
水素燃料電池船見学

姫路団 姫路港
フェスティバル参加

浜名湖団 浜名湖ミナトリング
安全・環境啓発活動

高知団 新造船(電動船)見学



３ 海洋少年団運動の拡充/推進/強化･活性化事業

【海洋活動器材等の整備】

令和7年度助成実績
・カヌー・ＳＵＰ ４艇
・ｶｯﾀｰ修繕 ３艇
・救命胴衣 ５着
・カッターのオール５本

【会員の管理等】

・連盟会員証301枚を発行

・新入団員205名に助成

【小型船舶操縦士資格取得の奨励】【地区連盟等への助成】

○北海道、東北、関東、東京、中部、近畿、四
国、中国、九州北部、南九州、沖縄の地区連盟
及び各団へ活動助成

○令和７年度中のにおける上級・主任指導者等資格
認定登録者数：２３名

【資格審査委員会】

○指導者に２名有功表彰を実施、指導者、準指導者
及び団員１７名に褒状を授与

【連盟表彰】

【指導者養成研修】(地区連盟主催)

特に近隣地区同士などが積極的に連携、支援を行う姿勢が顕著となっている。
具体的には、薩摩団から九州北部地区への研修受講、宜野湾はごろも団から東京地区への研修受講、

今治団・松山団から中国地区への研修受講など、地区の垣根を越えた参加がみられた。

指導者養成は活動の重要な柱であり、これらの取り組みは、これまでに例を見ない画期的な連携で
あり、地区間の協力体制強化に大きく寄与した。

【海洋少年団活性化プログラム】

令和７年度には、同プログラムの一環として、八戸団（青森）が函館海峡フェリーに乗船し、函館までの航海を通じて乗船体験を行った。その後、札幌団との交流会を実施
し、合同で海事講座を受講するとともに、宿泊を伴う活動を通じて相互の絆を深めた。
連盟では、団員たちが実体験から学びを得られる機会の創出に、今後も積極的に取り組んでいく。

【上級指導者養成研修】(連盟主催)

「我ら海の子展絵画コンクール」
－話 題 紹 介－

杉並年団(東京)の水本さんは、２年連続の銀賞受賞と
なりました。

船内見学及び航海士による海事講座

両団は一緒に宿
泊して、ロープ
ワーク、手旗を
競い合いました

○令和７年度から新規事業として、海上活動における安全対策の一層の強化を
図るため、指導者による２級小型船舶操縦士資格の取得を奨励、併せて海事思
想の普及に資することを目的として、資格取得費用の助成を実施した。

安易な資格取得を避け、適切な動機づけを確保する観点から、指導者として
の継続を条件とするとともに、一部費用については個人負担を設けた。

本事業は、指導者層の育成および世代交代の促進にも寄与するものと考えて
いる。

２級小型船舶操縦士免許取得者(予定を含む)

八戸団、天王団、千葉北部団、船橋団、目白台団、敦賀団、藤沢団、三原団、
中日団、今治団、門司団、佐世保団 計 １２団 / １４名

〇本年度は、東京、中国、九州北部地区等において連盟主催の研修を実施した。

○毎年指導者等へ海上少年団運動の目的や指導方法、
安全管理等の研修を実施した。

座学と全国からの参加者による討議・発表により相互理解と学びが深まった。

修了証授与東京海洋大学教授等による講義 ※令和７年度研修修了者１４名発表風景

昨年と比べて著
しい成長を見せた
水本さんでしたが
銀賞にとどまり、
次回は上位入賞を
目指すと誓ってく
れました。
海洋少年団にも

熱心に取り組んで
おり、連盟として
も、団員の受賞を
期待するところで
す。

(八戸団）

札幌団も合流し北海道運輸局講師に
よる海事講座

今から青森を出港です！
ワクワク、ドキドキする団員たち



船員確保に向けた取組の一環として、商船系教育
機関の学生アンケート結果を活用し、学校紹介を
テーマとしたカレンダーを制作・配布しました。

【支援者等におけるニーズと連携】

○式典の部 令和７年度全国海洋少年団大会

６ 国際交流事業

○令和7年10月国際海洋少年団協(ISCA)
年次総会「日本会議」開催

５ 全国大会事業

日本会議概要
・１３か国参加(対面７、ｵﾝﾗｲﾝ５、委任1）

・ｹｲﾏﾝ諸島の加盟承認
・定款等の変更
・2026年ISCA開催国はバルバドス など

水難救済会募金事業への協力【青い羽根募金活動】

東日本地区開会式

第５６回大会 各地開催

藤沢団 東京地区連盟

○令和8年度版
カレンダー

４ 海洋環境教育･地域貢献推進事業

【全国の団による定期的な海浜清掃活動】

沖縄地区連盟

高知団

敦賀団

中国地区 体験乗船北海道地区 ロープワーク競技

近畿地区 関空バックヤード見学

九州北部地区 手旗競技

中部地区 サップ体験

団員たちは全国大会において手旗
競技・ロープワーク競技に取り組む
とともに、宿泊を伴う他団との交流
や体験会を通じ、多くの友を得て、
非常に有意義な経験を積むことがで
きました。

※1994年にISCA結成

香港派遣

韓国派遣

○令和7年度海外派遣

日本会議フェアウルパーティ
(若手指導者、団員も参加）


	スライド 1: １　海洋・海事思想の普及
	スライド 2
	スライド 3

